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第２次亀山市観光振興ビジョン（最終案）に対する意見への回答

産業環境部商工観光課

【個別意見】

該 当

ページ
項  目 意   見 回  答

全体 全体

亀山市の知名度アップ、観光・ビジ

ネスでの集客、「亀山ブランド」を

中心に購買意欲を向上させる施策が

重要と考えるため、関連する記載が

ないので、記載すべきである。

基本方針にも掲げる「まちづくり観光」を推進する

ことで、ご意見のような成果を得られるよう、本ビ

ジョンの２２ページに示すような好循環を創り上げ

ていくことを目標としています。この目標を達成す

るため、３つの基本戦略と１１の施策を掲げてお

り、知名度向上や集客なども含めた取組を行うこと

としています。

８

第２章 亀山市の観光を取り

巻く現況

３ 亀山市の観光に関する現

況

１．第２次亀山市総合計画に

おける位置づけ

成果指標として「まちづくり観光」

に関わる団体数の記載があるが、大

半が観光と関係ないグループ・団体

であると考える。「まちづくり」と

「観光」を切り離して目標を記載す

べきである。

「まちづくり観光」とは、地域と住民が主体となっ

て、地域資源と定住環境、来訪者満足度の三者が調

和する総合的なまちづくりとしての取組を意味する

もので、その取組の結果が観光振興につながってい

くという考え方です。本ビジョンでは、「観光まち

づくり」とせず、あえて「まちづくり観光」として

いる背景には、「素晴らしいまちづくり」こそが結

果として多くの来訪者をひきつけ、地域観光につな

がるという考えがあることから、一見観光とは直接

関係のないグループや団体も、まちづくりの観点か

ら含んでいます。
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該 当

ページ
項  目 意   見 回  答

８

第２章 亀山市の観光を取り

巻く現況

３ 亀山市の観光に関する現

況

１．第２次亀山市総合計画に

おける位置づけ

施策の方向性に「観光プロモーショ

ンの強化」とあるが、その方向性を

うかがえる文言がビジョンのすべて

において記載されていない。

観光振興ビジョンの最優先のテーマ

として方向性を示すべきである。

観光プロモーションの重要性については、まず１７

ページの（３）まちづくり観光の推進の中で課題と

して捉えています。そして、本市の観光振興におい

て、これまでの「まちづくり観光」の考え方を継承

し、基本方針にも推進していくことを掲げていま

す。このことから、この基本方針の実現のために

は、観光プロモーションは重要な施策の一つであ

り、具体的には、基本戦略２の中にあるように観光

統計データの収集や分析により効率的・効果的なプ

ロモーションを展開していきます。

３３

第４章観光振興に向けた方策

２ 観光振興のための施策

基本戦略１ 観光資源のクオ

リティアップ

１－１ 新たな観光資源の創

出

施策１ 地域資源の創出

具体的な取り組み事業の方向

性

「市内には、まだまだ知られていな

い地域資源が多くあり、その時々の

地域資源や人材に注視し、地域の魅

力再発見に努め、情報発信に努めま

す。」とあるが、既存の地域資源、

歴史遺産を活かせていないと考える

ため、新たな取組よりも、既存の観

光資源に対し詳細で的確な情報発信

や紹介を検討すべきである。

ご意見のとおり、既存の観光資源に対して、詳細で

的確な情報発信や紹介を行うため、「まちづくり観

光」の考えの下で、市民や関係団体と協働しなが

ら、地域の魅力再発見に努めるとともに、ブラッシ

ュアップ（魅力向上）を図っていきます。このよう

に、既存の観光資源をもう一度見つめ直すことで、

これまで伝え切れなかった魅力が地域内外の人に伝

わる情報発信や紹介ができると考えます。
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該 当

ページ
項  目 意   見 回  答

３７

第４章観光振興に向けた方策

２ 観光振興のための施策

基本戦略１ 観光資源のクオ

リティアップ

１－３ 観光資源の磨き上げ

による魅力度の向上

施策３ 自然観光の磨き上げ

具体的な取り組み事業の方向

性

亀山ブランドとして認定した１７品

目に対して、行政として具体的に販

売戦略や販路の拡大など、知名度向

上に向けた対応、今後の展開を記載

すべきである。

亀山ブランドについては、ブランド認定事業とステ

ップアップ支援事業、コミュニケーション戦略９の

３つの柱で取り組んでいます。これらの考え方は、

観光プロモーションとも連携しており、ご意見の具

体的な販売戦略や販路拡大などの取組もこの事業の

中に含まれています。

３９

基本施戦略1 観光資源のクオ

リティアップ

観光資源の磨き上げによる魅

力度の向上

施策7 観光施設の再整備と組

織力強化

様々な取組により、観光資源の充実

化が図られてきているが、さらに活

かしていくために、観光協会との連

携だけでは充分な効果が得られな

い。観光施設の再整備も当然必要で

あるが、組織再編を機に亀山ブラン

ドや亀山７座トレイルの展開などを

充実させ、亀山市の観光資源全体に

厚みを出すためにも、市の人員体制

の見直しを図るべきである。

また、法人化された観光協会の更な

る強化のため、市の職員などの出向

なども検討すべきである。

組織・機構の改革により、観光振興と亀山ブランド

を含む物産振興が一つになったことで、より連携し

た展開が図られるようになりました。また、エコツ

ーリズムについても部内で連携し、体制の充実を図

ったところです。

観光協会についても、観光と物産の両側面からこれ

まで以上の連携を図り、また「まちづくり観光」の

考えのもと、地域や市民との協働や三重県観光連盟

をはじめ関係機関との連携も強化しながら取り組ん

でいきます。
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該 当

ページ
項  目 意   見 回  答

４０

第４章観光振興に向けた方策

２ 観光振興のための施策

基本施戦略１ 観光資源のク

オリティアップ

２－１ 効果的な情報発信と

観光ＤＸの推進

施策８ 効果的な情報発信と

観光ＤＸの推進

情報発信と観光ＤＸは別テーマで設

定すべき。ＤＸに関する取り組み内

容が記載の内容だけでは不十分であ

る。情報発信のための観光ＤＸでは

なく、リアルな観光の体験価値を高

めて新たな観光需要を生み出すため

にデジタル技術を活用すべきであ

る。具体的にはＮＦＴ（偽造不可能

なデジタルデータ）サービスの展開

など検討すべきである。

本市の観光振興に当たって、本ビジョンの基本的な

考え方である「まちづくり観光」の実現を図ること

が重要です。まちの魅力を市内外の人に知ってもら

うためには、まずは情報発信が不可欠であり、ＤＸ

を活用して広くＰＲする必要があります。一方で、

４０ページの基本戦略２の施策８の考え方にもある

ように、ウィズコロナやポストコロナにおいて、観

光業におけるＤＸの導入が欠かせないフェーズに入

っていることから、既に取り組んでいる「東海道の

おひなさま 亀山宿・関宿」でのデジタルスタンプ

ラリーなど、様々な場面でＤＸの導入を検討してい

きます。

４６

第５章ビジョンの進行管理

１ビジョンの進行管理

さまざまな部にまたがる内容であ

り、観光を担う部署としてどのよう

に実行するのか。観光から関係部署

等へ意見する仕組みがあるのか。Ｄ

ｏ[実施]の部分がどのようにされる

のか見えてこないので進行管理が理

解しづらい。具体的、横断的に検討

する会議などがあるならば、その名

称等を記述すべきである。

本ビジョンに示す施策を着実に推進するためには、

組織横断的に取り組む必要があります。Ｄｏ［実

施］の部分については、毎年度当初に関係部署にお

いて基本戦略、施策、具体的な取組事業の方向に沿

った計画を立て、年度終了後の実績報告により評価

を行います。ご意見のとおり、関係部署との連携の

部分が分かるよう修正します。
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該 当

ページ
項  目 意   見 回  答

５０

資料編

１関宿来訪者アンケート

２.アンケート調査の結果（抜

粋）

観光客からのアンケート結果をビジ

ョンに活かしていないように思え

る。お金をかけずにできる施策はす

ぐにでも実施すべきである。

本ビジョンについては、関宿来訪者アンケートや第

２次総合計画後期基本計画策定時の市民アンケート

などから、来訪者の住居地や年代、満足度や重要度

などから課題を抽出し、施策へとつなげています。

アンケートや問い合わせなどから頂いている予算を

伴わない意見や要望の中で、対応できるものについ

ては、速やかに実施していきます。


